

















星万物之精列布体生於地各有依属在野象物在野象官在人象事又居中央謂北斗、天之枢也」とある この「象 は万物の精、於地各依属」 星辰に対する考え方が、国家や又個人の招福や除災のために星を神格化して拝せしめた であろう。
推古天皇の十年に僧観勅によって暦道其他と共に天文道が伝え









られて、その中に天文博士が置かれた、その天文博士は常に天文を観侯し、五星以下の諸星に変異がある時は直ちに之を密奏する事をその職掌の一つにしていた。この様に我国の天文道の発足は陰陽道の中におかれ、その枠内に於てのみ育成された。従ってその星辰に対する思想も陰陽書の述ぺる所の迷信的な考えを出る事は出来なかった。そ て陰陽道が盛になるにつれて、星辰に対する迷信的な信仰も強まっ いった であった。
天文博士による天文観候の星辰の変異の記録は持続六年の歳星

















辰崇拝の迷信性が、やがて社会に害を流すものであることが看破されたのであろう、しかしやがて密教が盛になり、仏教に於ける北斗崇拝の思想が伝えられるに及んで、陰陽道 北辰崇拝はその密教の星供の思想にたすけられて遂には朝廷の祭儀の中にまで取入っていったのであった。従来は祭献の儀式 は直接的には携ることのなかった陰陽師達は、この北斗崇拝より発した属星 を世に普及せしめることによりや て他の祭被の儀式をも自らの手よって取行うようになってい
支配者の析として朝廷に取入れられた北斗崇拝の思想は属星祭
として、その祭が行われるだけ、 なく、四方拝の儀式 中 取入れられた、即ち「公事根源正月」 条に「四方拝といふ専はえで寅の時にすべらぎ属星を唱へ天地四方山陵を拝し給い年災を払い、宝砕をも祈申さる儀にて侍にや（中略）属星を拝して災難をのぞく趣は天地瑞祥志といふ書に見えたり とあ 、又「年中行事秘抄
5 n
」には「寛平二年正月朔四方拝云々向乾方拝後土















其徳益々あるの趣既に五要奇書に述るが如し（中略）彼 三元家九星は河洛の星名にして、－に始まり九に室り各五行の一気備はりたるは既生魁必用の原にして即方翠の体なり（下略） あり、即ち九星の生旺に乗じて以て其徳益益あると云う五要奇書の説によりこのコ一元祭は宮廷 祭
L
て取上げられ、その祭神たる九星が







































一刊 蹴 南 部 」
とある、この祭は中国より伝えられたもので鏡を以て祭り福寿を祈るために行われた。 上のように昌泰、延喜の頃から福寿を招する意味に於て新に老人星が崇拝されるようになった、即ち律令制建直しの困難さを乗切ることの出来なかっ 当時の支配者達は福寿の招来を老人星崇拝の上に求めたのであ 。
やがて時代が進むにつれ、招福のための星辰崇拝は次第に災異













































































































































































































































とは仏教に於て不消を消除し福寿を増長するために本命星及当年属星を供養する訟である、本命星とは北斗七星の中、其の人の生年に直る星を云うものであり元来は陰陽道の星辰思想より出たものである方翠都伝集上の本命星操格之弁によれば「易に目 天道立陰陽と云（中略）凡君臣父子の大倫夫婦朋友の奇偶も必此本命星の管る所にして吉凶の応験甚だ明なるものと知るべし」と易経の述べる所に従って本命星の重要なる所以を説いている、当年星とは生年より次第 九曜を数えて其 人 年寿に直る星 云うので、仏教 九曜思想より出たも と思われ 平安時代の初期に当る大問、弘仁の頃に於 既に け 本命星詑属星崇拝は強かった 空海作と云われ 荒神 祭之中に「敬目、一切三宝諸神科砥冥衆当年属星等而言」とあり、属星は天地 神沢や冥官と肩をならべて拝されてい 、この様な密 本命星、属星崇拝より行われる星供の流行が、 道 於ける属星祭の普及発展を助けたであらうことは何人にも領 ぎう ことである。
延喜式に陰陽寮の行う祭の一つとして本命祭が挙げられてい
























































































































































拝の影響により生じたものと考えられる、又陰陽道の祭の中に計都星祭の名も見られるがこれも九曜祭と同様仏教思想より発した祭である。「待中群要七」御祭等事の中には陰陽道の祭の一として鎮星祭の名が挙げられている、鎮星とは土星の事で、玉菜元暦元年八月八日の条には「以宿曜師晴仁自今夜修鎮 供」 あり、木来鎮星は宿曜道によって祭られた星辰で、それがやがて陰陽師の子によっても祭られるようになっ ものと思わ る。
四、星祭と陰陽道の他の祭放との関係平安中期の末から後期に亘って最も広く行われた陰陽道の祭に
泰山府君祭があ た、こ 祭は人の命の長短を知るものとせらた泰山府君を祭るもので、下字集天地によれば「泰山府君酔削地崎将盟諸富 」と、元来は冥宮た 泰山府君を 天に在りでは輔星」と星辰の地位に置きかえて見ている、又梅花無尽蔵の中に於ては「在彼蒼則称太山府君出厚地則名福旅寿星」と、太山府君を福職寿 なりと述べている元来は仏教の地獄思想か おこ 泰山府君思想にもこのように星辰思想が加えられ のであった。
冥宮を祭る陰陽道の祭の－つに天曹地府祭というのがあった、










革大赦一支又同時月犯東 第三星哨店所天子御慎女王有喪不出二年又大水風雨難云々」と歳 や月の徴する災異を除するため当時漸く盛になりはじめた千度の放が用いられている この様に星辰の徴す災異に対して陰陽道の他の祭放が用いられることもあったのであった。
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